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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公開番号】特開2019-90919(P2019-90919A)
【公開日】令和1年6月13日(2019.6.13)
【年通号数】公開・登録公報2019-022
【出願番号】特願2017-219347(P2017-219347)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   13/00     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月24日(2021.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群、正の屈折力の第２レン
ズ群、負の屈折力の第３レンズ群からなり、
　無限遠から最至近距離へのフォーカシングに際して、前記第２レンズ群が物体側へ移動
し、隣り合うレンズ群の間隔が変化する光学系であって、
　前記第２レンズ群は開口絞りを有し、
　前記第３レンズ群の光軸上での長さをＤ３、バックフォーカスをＢＦとするとき、
　１．０＜Ｄ３／ＢＦ＜３．０
なる条件式を満たすことを特徴とする光学系。
【請求項２】
　前記第２レンズ群は、前記開口絞りの物体側及び像側のそれぞれに配置された正レンズ
を有することを特徴とする請求項１に記載の光学系。
【請求項３】
　前記第２レンズ群は、前記開口絞りの物体側に配置された正レンズと前記開口絞りとの
間に配置された負レンズを有することを特徴とする請求項２に記載の光学系。
【請求項４】
　前記負レンズは、非球面を含むメニスカスレンズであることを特徴とする請求項３に記
載の光学系。
【請求項５】
　前記第２レンズ群は、前記開口絞りの物体側に配置された第１正レンズと、該第１正レ
ンズと前記開口絞りとの間に配置された第２正レンズとを有し、前記第１正レンズの材料
のアッベ数をνｄ１、前記第２正レンズの材料のアッベ数をνｄ２とするとき、
　２０＜νｄ２－νｄ１
なる条件式を満たすことを特徴とする請求項２乃至４の何れか一項に記載の光学系。
【請求項６】
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　前記第１正レンズの材料の部分分散比をθｇＦとするとき、
　０．５９＜θｇＦ
なる条件式を満たすことを特徴とする請求項５に記載の光学系。
【請求項７】
　前記第１正レンズの材料のｄ線における屈折率をＮｄ１とするとき、
　１．７０＜Ｎｄ１＜１．９０
なる条件式を満たすことを特徴とする請求項５又は６に記載の光学系。
【請求項８】
　前記第１正レンズは、前記第２レンズ群の最も物体側に配置されていることを特徴とす
る請求項５乃至７の何れか一項に記載の光学系。
【請求項９】
　前記第２レンズ群は、前記開口絞りに隣接して配置された、正レンズと負レンズを含む
接合レンズを有することを特徴とする請求項１乃至８の何れか一項に記載の光学系。
【請求項１０】
　前記第２レンズ群は非球面を含むことを特徴とする請求項１乃至９の何れか一項に記載
の光学系。
【請求項１１】
　前記第３レンズ群は、物体側から像側へ順に配置された、複数の正レンズと、複数の負
レンズとを含むことを特徴とする請求項１乃至１０の何れか一項に記載の光学系。
【請求項１２】
　前記第３レンズ群は、前記第３レンズ群の最も像側に配置された、非球面を含む負レン
ズを有することを特徴とする請求項１乃至１１の何れか一項に記載の光学系。
【請求項１３】
　前記第２レンズ群は、物体側から像側へ順に配置された、正レンズ、正レンズ、負レン
ズ、前記開口絞り、正レンズを含むことを特徴とする請求項１乃至１２の何れか一項に記
載の光学系。
【請求項１４】
　前記第２レンズ群は、物体側から像側へ順に配置された、正レンズ、正レンズ、負レン
ズ、前記開口絞り、正レンズと負レンズを含む接合レンズ、正レンズと負レンズを含む接
合レンズからなることを特徴とする請求項１乃至１２の何れか一項に記載の光学系。
【請求項１５】
　前記第２レンズ群は、物体側から像側へ順に配置された、正レンズ、正レンズ、負レン
ズ、正レンズと負レンズを含む接合レンズ、前記開口絞り、正レンズからなることを特徴
とする請求項１乃至１２の何れか一項に記載の光学系。
【請求項１６】
　請求項１乃至１５の何れか一項に記載の光学系と、該光学系により形成される像を受光
する撮像素子とを有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の光学系は、物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第１レンズ群、正
の屈折力の第２レンズ群、負の屈折力の第３レンズ群からなり、無限遠から最至近距離へ
のフォーカシングに際して、前記第２レンズ群が物体側へ移動し、隣り合うレンズ群の間
隔が変化する光学系であって、前記第２レンズ群は開口絞りを有し、前記第３レンズ群の
光軸上での長さをＤ３、バックフォーカスをＢＦとするとき、
　１．０＜Ｄ３／ＢＦ＜３．０
なる条件式を満たすことを特徴とする。
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